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戸沢村いじめ防止基本方針 

 

はじめに 

いじめは児童生徒の心身の成長及び人格の形成に大きな影響を与えるのみならず、生

命または身体に重大な危険を生じさせる恐れがある。 

いじめへの対応は、学校における最重要課題として認識し、全ての学校が全力で問題

の克服に取り組む必要がある。 

さらに、児童生徒を取り囲む大人一人一人が、「いじめは決して許さない」「いじめは

どの学校、学級でも起こりうる」との意識をもち、一人一人が役割と責任を自覚し、地

域社会総がかりでいじめ問題に向き合わなければならない。 

 

１ 基本方針策定の目的 

戸沢村いじめ防止基本方針は、児童生徒一人一人の尊厳を保持する目的で、戸沢村教

育委員会（以下「教育委員会」という。）、戸沢村立小・中学校、各家庭、地域住民、そ

の他関係機関が連携し、いじめ防止対策推進法（平成２５年法律第７１号。以下「法」

という。）第１２条の規定及び国のいじめ防止等のための基本方針に基づき、いじめの防

止等（いじめの防止、いじめの早期発見及びいじめへの対応をいう。）のための対策を総

合的かつ積極的に推進するために定めるものである。 

 

２ いじめの定義 

この基本方針において、「いじめ」とは、児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍して

いる学校に在籍している等、該当児童生徒と一定の人間関係にある他の児童生徒が行う

心理的または物理的な影響を与える行為（インターネット等を通して行われる行為も含

む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているものをい

う。 

 

３ 「いじめの防止等」に関する基本的な考え方 

いじめは、どの児童生徒、どの学校でも起こりうるものである。そのため、全ての児

童生徒を対象とした、いじめ未然防止の観点が重要であり、学校教育活動全体を通し

て、全ての児童生徒に「いじめは決して許さない」という指導を徹底することを基本

に、豊かな情操や道徳心、自分の存在を認める自己有用感とともに、他人の存在を等し

く認め、お互いの人格を尊重しあう態度等を養うことが重要である。 

いじめを早期に発見し、速やかに解決の方針を見出すには、担任等個人に任せるだけ

でなく、学校の組織的な対応が不可欠である。学校だけの指導や対応で十分な効果を上

げることが困難な場合は、関係機関（教育委員会、警察、児童相談所等）と状況を共有

して適切に連携を図ることが必要である。 

さらに、家庭、地域、関係機関が学校と連携し、いじめの問題を克服するために、継

続的な取り組みを推進することが重要である。 

 

４ 学校における取り組み 

（１）学校いじめ防止基本方針の策定 

   学校は、国のいじめ防止基本方針や山形県いじめ防止基本方針、戸沢村いじめ防止基

本方針を参酌し、学校の実情に応じて「学校いじめ防止基本方針」を定める。 



（２）学校におけるいじめ防止等の対策のための組織 

   学校は、学校におけるいじめ防止等に関する措置を効果的に行うため、複数の教職員

その他の関係者により構成される、いじめ防止等の対策のための組織を設ける。 

 

（３）学校におけるいじめ防止等に関する対応 

  ①未然防止 

    全ての児童生徒を対象に、いじめに向かわせないようにするための未然防止に全力

で取り組む。 

    そのため、児童生徒が心を通い合わせるコミュニケーションの力を育て、規則正し

い態度で授業や学校行事等に積極的に参加して活躍できるような学級経営や授業づく

りを進める。 

    また、集団としての自覚や自信を育むことにより、いたずらにストレスにとらわれ

ることなく、互いに声を掛け合い、互いに認め合える人間関係に支えられた学校風土

を醸成する。 

    さらに、教職員の言動が、児童生徒を傷つけたり、他の児童生徒によるいじめを助

長したりすることがないよう、指導のあり方に細心の注意を払うとともに、全ての児

童生徒にとってわかる、できる授業を行うように授業改善に積極的に取り組む。 

  ②早期発見 

    いじめは人の目につきにくい時間や場所で行われたり、遊びやふざけあいを装って

行われたりするなど、大人が気付きにくく判断しにくい形で行われることが多いこと

を教職員は認識し、ささいな兆候であっても、いじめではないかという視点を持ち、

早い段階から的確に関わりをもち、いじめを軽視したり隠したりすることなく、積極

的に認知に努める。 

    そのため、日頃から児童生徒の見守りや信頼関係の構築に努め、児童生徒の示す変

化や危険信号を見逃さないようにする。併せて、定期的なアンケート等の調査や教育

相談の実施等により、児童生徒が訴えやすい体制を整え、日常的にいじめの実態把握

に努める。 

  ③適切な対応 

    いじめの発見や通報を受けた場合は、特定の教職員に対応を任せることなく、速や

かに組織的に対応し、被害児童生徒を守り通すとともに、加害児童生徒に対しては、

該当児童生徒の人格的な成長を旨として、教育的な配慮の下に、毅然とした態度で指

導する。これらの対応については、校長のリーダーシップの下、教職員全員が共通理

解した上で、保護者への協力を依頼して取り組むとともに、必要に応じて、関係機

関、専門家等と連携して対応する。 

  ④重大事態への対処 

    いじめにより児童生徒の生命、心身、財産等に重大な被害が生じた場合は、村教育

委員会に直ちに報告するとともに、必要に応じて、警察への通報等関係機関と連携し

た対応を行う。また、教育委員会と連携して重大な事態に関わる事実関係を明確にす

るための調査を行う。 

 

５ 教育委員会における取り組み 

（１）日常的な学校支援 

 いじめ防止等の取り組みに関して、学校訪問等を通して日常的に指導や助言を行う。 

 



（２）いじめの実態把握 

   各学校のいじめ発症状況や対応の状況を調査、把握して指導に生かす。 

 

（３）関係機関との連携 

必要に応じて、保護者、山形県警察、児童相談所、山形地方法務局、人権擁護委員

等、健全育成に関わる関係機関や専門家と連携して学校を支援する。 

 

（４）教職員の研修 

   いじめに気づく洞察力を高め、的確に対応できるよう教職員の資質向上を図るための

自己研鑚や、各学校の職員研修の充実を支援していく。 

 

（５）啓発活動 

   いじめ問題の理解と対応について、保護者や地域住民、関係機関等への啓発を行う。 

 

（６）教育相談 

   電話や来所によるいじめの通報や相談を受ける体制を整備するとともに、学校へのス

クールカウンセラー等の専門家の派遣を行う。 

 

（７）重大事態発生時の対処 

  ①学校は、重大事態が発症した場合は、直ちに教育委員会に報告する。報告を受けた教

育委員会は、重大事態を村長に報告する。 

  ②教育委員会は、学校と連携して重大事態に関わる事実関係を明らかにするための調査

を実施する。必要に応じて専門的な知識及び経験を有する第三者を加えた組織、「戸

沢村いじめ事案対応委員会」を設置し、詳細な調査を行う。 

  ③教育委員会は、調査結果を村長に報告し、今後の重大事態発生防止のために必要な対

策を講じる。 

 

６ 村長による再調査及び措置 

（１）戸沢村いじめ重大事態再調査委員会 

  前項の規定による報告を受けた村長は、重大事態への対応並びに同種の事態の発生の防

止のため必要があると認めるときは、「戸沢村いじめ重大事態再調査委員会」を設置し

て、再調査を実施する。 

（２）村長は、再調査を行ったときは、個人のプライバシーに必要な配慮を行いながら、そ

の結果を村議会に報告する。 

   さらに、村長及び教育委員会は、再調査の結果を踏まえ、今後の重大事態発生防止の

ために必要な措置を講ずる。 

 

７ 基本方針の点検、評価と見直し 

基本方針に基づく取組状況や結果について点検、評価を実施し、必要に応じて見直し

等必要な措置を講ずる。 


